



Visual Turn in Cultural Sociology and the Visual Construction of Social World:














































































































































































（Mitchell 1986: 44=1992: 50）。


























（pictorial turn）」を提起した（Mitchell 1994: 
11; cf. Mitchell 1992）。この転回は，視覚表象
についての新たな説明よりも，むしろ画像が
広範な知的探究に引き起こしている戸惑いと
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（the visual construction of 
the social field）」こそ検討しなければならな
い，とまとめている（Mitchell 2005: 345; cf. 
Mitchell 2002: 171）。そこでは「視覚性」が「視
覚の社会的構築」としてのみならず，「社会
的なものの視覚的構築（the visual construction 
of the social）」として捉えられている（Mitchell 





























































































ている（Bartmanski and Alexander 2012: 1-2）。





















































































































































































































































































































（ikonische Wendung, iconic turn）」も挙げられる
（cf. Belting 2007: 20-23; Bachmann-Medick 2014: 
329-330; Moxey 2008: 131-132）。ベームは「イ
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（助けて！ 私はこの絵の中に閉じ込められてい
る ）』（Untitled [Help! I'm Locked inside This Pic-
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